
  

みどりのカーテンプロジェクト 

 今年は新型コロナウィルス感染症の影響で苗を育成

する活動が出来ず、種のみの配付となりました。それで

も、多くの学校や施設に参加していただき、見事な「み

どりのカーテン」を育ててもらうことができました。 

 まだまだ困難な日 

は続きますが、明る 

い未来を信じて次年 

度も活動を続けて参 

ります。 

 ゴーヤパワーで未 

知のウィルスに立ち 

向かいましょう！！ 
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みなさんのご参加 

お待ちしています！ 

花苗プロジェクト 

 毎月２回、育苗活動を続けています。活動場所は

服部西町にある「ふれあい広場 SEED（シード）」。

種まき、ポット上げ、水やり、腐葉土づくり、花壇

づくり、その他花壇管理、花苗の配付等、作業は山

積みですが、育苗した花苗は、メンバーの活動場所

や公共施設等に配り、まちを飾っています。 

SEED は、周囲がみどりに囲まれ、気がおけな

い人たちとの雑談にも花が咲きます。まさに、命の

洗濯の時でもあります。何年間かの間に少しずつ

メンバーが減り、 

人数の面ではピン 

チです。市民の力 

で、何とか、この 

活動を継続させて 

いきたいのです。 

みなさんの力を貸 

してくださいませ 

んか。 

地域みどり学習プロジェクト 

みどりについて広く学ぶ視点から、ヒント集の作

成や見学会、地域のみどりの活動団体の紹介など、

みどりに関して広く活動していきたいと思います

ので、みなさんのご参加お待ちしています。 

 

豊中みどりだよりは、み
．
んなで、ど

．
んどん、

り
．
ょっか（緑化）しよう！という意味を込め

て、豊中市でみどり活動を進められている方

に向けて発信するニュースです。 
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★ 園芸を始めてみたい方、花や樹木を育てたい

方、花壇の植付けやお世話をしたい方 

 

★ ゴーヤのみどりのカーテンの活動や、学校の

カーテンづくりの支援をしていただける方   

 

★ 企画提案や立案をしたい方、みどりの広報活

動、交流会の運営に興味を持っていただける方 

 

★ みどりのつどいや、みどりのフォーラムに参加し

ていただける方  

歓迎‼ 

市報告

新型コロナウィルス感染症拡大

防止のため、活動やイベント等への

ご来場（ご参加）の際には、以下の

ご協力をお願いします。 

 

①必ずマスクを着用し咳エチケッ

トを行ってください。 

②自宅での検温を行ってください。 

③発熱、体調不良がある場合は、ご

来場（ご参加）をお控えください。 

④同居者や身近な人に感染又は感

染の疑いがある場合は、ご来場（ご

参加）をお控えください。 



 

今回の「みどりのフォーラム」は、とよなか男女共同参画推進センターすてっぷで開催しました。展示

室では、みどりのカーテンづくりや花やみどりの関係団体のパネルを展示を行いました。 

また、ホールでは、基調講演、活動発表、意見交換会を行いました。感染症対策を講じつつ、多くの方

に来場していただき、盛況のうちに終えることができました。 

 

基調講演 「市民協働と暮らしを彩るみどり」 
講師：立命館大学名誉教授・(株)COM 計画研究所代表 髙田 昇（たかだすすむ）さん 

みどりのまちづくりに関心を持ったきっかけは阪神淡路大震災です。復興に携わる中で、みどりや花を

きっかけにストレスが和らぐことに気が付きました。しかし、花やみどりを増やすのは簡単であるが、維

持することは大変です。そこで市民協働がキーワードになってきます。「みどり」というのは目に見える

ものも良いのですが実は大きな効用があります。例えば、みどりを見 

ると何となく気分が落ち着くなとかイライラが収まるという経験は 

皆さん持っていると思います。人はみどりの多い空間で過ごすと、心 

拍数、呼吸数、血圧、体温がより安定した状態になるという実験結果 

もあります。そういうことで、街にみどりが多いか少ないか、それを 

市民協働でどれだけ達成できるのかというのが、私たちの心の問題、 

家族の問題、そして街としての価値の問題、そのことの大きな達成感 

ではないでしょうか。 

 
 

 

 

 

「園芸活動を通して」社会福祉法人愛和会あすなろ 生活介護  

科長 森 晶子 さん 奥田 龍造 さん 

あすなろ生活介護では様々な障害意をお持ちの利用者さん 

が活動しています。活動の中で園芸活動というのがあり、その 

一環としてみどりのカーテンも取り組んでいます。できたゴー 

ヤを収穫し、活動の中で調理して食べることも楽しみにしてい 

ます。施設では利用者満足度の向上を図る一環として施設緑化 

計画を策定しました。また、地域貢献活動とも連動させていま 

す。障害のある方たちがみどりを通して「作る楽しさ」「成長 

する喜び」「達成感」が得られるように支援していきます。 

  
 

「意見交換会」 

基調講演をしていただいた高田昇先生にコーディネ 

ーターを担っていただき、みどりの交流会メンバー、 

愛和会あすなろ：奥田龍造さん、公園みどり推進課職 

員をパネラーとして、市民協働をテーマに意見交換会 

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17年（2005年）に「豊中みど

りのワークショップ」を開催しました。

それをきっかけに豊中のみどりを増や

す市民活動と市役所との連携が始まり、

今に至っています。 

現在は花苗を育てる活動のほか、豊中

のみどりを増やすために様々な活動を

行っています。特集で紹介する「みどり

のフォーラム」もその一環です 

年間の活動をほんの一部 

ですが写真で紹介します。 

 

【5 月】ふれあいフェスタ 【年間 3 回】みどりのつどい 

【春～夏】小学校でみどりのカーテン講習 

【年間を通して】花苗育苗活動 

【11 月】とよなか市民環境展へ出展 


